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愛 鳥 校 

「故郷の風景は生きる源」 

                                             校 長 川畑 由美子 

 校門のサザンカが今年も鮮やかに咲きほこっています。校内の隅々にはスイセンが１０センチほど背を伸ばし、冬

の到来を感じさせています。樹木の中や土の中で、じっとこの時季を待ち、繰り返される植物の生命力に驚かされ

ます。そんなことを考えながら、毎早朝の澄んだ空気に、吐く息も白く元気に登校する子供たちを迎えています。 

 さて、２０２３年も残り半月あまりとなりました。学校経営の「めざす学校像」のひとつに「家庭・地域に信頼され、

地域と共にある学校」を掲げています。日常もコロナ禍以前の生活を取り戻す中で、改めて地域の中の学校とし

ての役割はどうあるべきかを考える日々です。 

 １１月２５日（土）には、伝統ある第３３回財部南校区生涯学習推進大会が開催されました。小学校を会場に、

午前中はふれあいグラウンドゴルフ大会が行われ、秋晴れの下、和やかに行われました。午後からは、体育館で芸

能発表等が行われ、今年度もきらり園の子供たちのかわいらしい発表に始まり、財部中学校吹奏楽部の皆さんの

ダイナミックで重奏な演奏に聴き入りました。その間で、小学校の子供たちが合唱奏やリコーダー演奏、ダンス等

を披露しました。校区内外の皆さんにこのような場で子供たちの発表を見ていただくこ 

とは、大変意義あることだと思っています。また、１２月９日には、財部南校区社会福祉 

協議会主催の「ふれあい食堂」が４年ぶりに開催され、子供たちが高齢者の方々と一 

緒に食事をしながら子供たちの自己紹介や一芸なども見ていただき楽しい時間を過 

ごしました。 

 日々の営みを過ごすこの南校区が子供たちにとって故郷になります。登下校の往復時、目にする風景が故郷の

風景として心に残るでしょう。また、友達や先生、地域や学校の行事で、声をかけてくれた友達のお父さん、お母さ

ん、地域の方々もきっと同じ風景の中に存在し、子供たちが故郷を離れ思い出すのは、この故郷の「風景」だと思

うのです。その風景が彩りのあるものであればあるほど、懐かしさとともに生きる原動力になるはずです。 

 学校での様々な活動に加え、地域の方々と一緒に楽しんだできごとも、故郷での思い出の１ページとして刻まれ

ていくと思います。また、子供たちの姿は、地域の方々の元気の源と共に地域の活性化にもつながっているのでは

ないかとも思っています。 

 財部南小は小規模校です。だからこそ、小規模校のよさを生かし、保護者や地域とより密着し、開かれた学校づ

くりをしていきたいと考えています。そのためには、子供たちにとって、故郷の風景が生きる源になりうるよう、今後も

地域と共に歩んでいきたいと２０２３年を終えるにあたり思うところです。 

 今年も保護者・地域の皆様には、ご協力・ご支援を賜り、大変感謝しております。ありがとうございました。来る年

２０２４年もどうぞよろしく願いいたします。 

 

高齢者の方と有意義な時間を過ごしました。 
高齢者ふれあい活動(11／１) 
 財部南校区の高齢者 

学級「南の風学級」の 

みなさんと、ふれあい 

活動を行いました。子 

供たちは、高齢者の方 

とチームを組んだグラ 

ンドゴルフでは、時折出るナイスプレーにお互いに

歓声を上げながら、楽しい時間を過ごしました。「ふ

れあい給食」まで含めた今回の活動に、参加された

「南の風学級」のみなさんから、子供たちと過ごし

て元気をもらった。」等、喜びと感謝の言葉をいただ

きました。 

 引き続きブログでも学

校の様子を公開中です。 

〈楽しい学校づくりアンケートより〉 

子供たちがいきいきと学校生活を送ることができるように、毎月アンケートを実施し、子供たちの困り感を早期に

把握し、解決へ向けてアプローチができるようにしています。11月の同アンケート結果によるいじめの認知件数は０

件でした。しかし、学校生活において困り感を抱えている児童もいます。各事案については、しっかりと状況を確認

し、よりよい学校生活を送ることができるように、子供たちを支援していきます。普段からも、子供たち一人一人に

寄り添い、いじめの早期発見、解決に努めていますが、把握し切れていないケースもあると考えられます。ご家庭で

のお子様の様子で気になる点等ございましたら、学校までお知らせください。 

秋の自然を楽しみました。 
全校遠行(11／２) 
 今年度は校区内の陣 

ヶ岡公園までの遠行を 

実施しました。普段は 

なかなか歩くことのな 

い片道約４kmの道のり 

をお互いに励まし合い 

ながら、秋の自然を楽しみながら往路復路ともに

完歩することができました。目的地の陣ヶ岡公園

では、壮大な景色や自然探索を楽しみ、身近な地

域の良さをまた 1つ発見しました。また、子供た

ちのご家族も参加し、家族で秋の自然を楽しむよ

い機会となりました。 

練習の成果を十分に発揮しました。 
市合同音楽発表会（11／８) 
 財部南小学校から 

は１年生から４年生 

の９名が参加し、「ゆ 

かいな木きん」・「財 

部南小学校校歌」の合唱奏を披露しました。大きな

会場で、たくさんの観客が見守る中、本番前は緊張

していた子供たちも、堂々とした姿で発表しました。  

もしもの時に適切な行動ができますか。 
臨時避難訓練(11／22) 
 災害はいつも周りに大人 

がいるときに起こるとは限 

りません。もしもの時を想 

定した避難訓練を抜き打ち 

で行いました。訓練を思い 

出し、速やかに避難した子供たちにとっても避難す

るときの大切な「お・か・し・も」の約束を再確認

するいい機会となりました。 

校区のみなさんに元気を届けました。 
第 33回財部南校区生涯学習推進大会に参加（11／25) 
 財部南小学校の児童は運動会で踊った「南小 soul」と合唱奏を披露しま 

した。本番に向けてコツコツと練習を積み重ね、当日は会場いっぱいの観 

客を前に、堂々と演技を披露することができました。発表後の会場からの 

惜しみない拍手に、子供たちも満足したようです。また、午前中には、ふ 

れあいグランドゴルフ大会も開かれ、参加した子供たちは校区の方々との 

ふれあいを楽しんでいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の主な行事 

１日(月) (祝)元日 年始休業(～３日) 

３日(水) 年始休業  

※市「はたちの集い」(末吉総セ) 

 ４日(月) 仕事始め 

 ６日(土) ※校区鬼火焚き(18：00～、旧財部南中) 

 ８日(月) (祝)成人の日 

      いじめ問題を考える旬間(～21日) 

９日(火) ３学期始業式※給食があります。下校は 13

時頃です。 

     登校指導週間(～13 日)※年間の分担に従

って、ご協力ください。 

１１日(木) さんぺい号 

１３日(土) 土曜授業日 愛鳥の日④  

１４日(日) ※第 19回市健康づくり駅伝大会 

１５日(月) 委員会活動 L 

１６日(火) 鹿児島学習定着度調査(５年、１日目) 

１７日(水) 鹿児島学習定着度調査(５年、２日目) 

１８日(木) スクールカウンセラー来校(14：30～16：30) 

      ※相談を希望される方は学校までご連絡 

ください。 

１９日(金) 授業参観(心の教育の日)※道徳の授業を 

行います。 

 家庭教育学級「人権教育」 

２２日(月) クラブ活動⑦ 

      かごしまをまるごと味わう学校給食週間(～26日)  

２３日(火) 財部中学校入学説明会(６年、午後) 

２４日(水) 夢育み授業 

２５日(木) さんぺい号 

２９日(月) 児童代表保健委員会 

今年度南日本新聞(「子供のうた」)に掲載された児童の作品を紹

介します。今後も、随時、児童の作品を紹介していきます。 
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